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プ
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グ

ジ
ャ
ッ
ク
・
ヴ
ァ
シ
ェ
は
過
去
を
振
り
返
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
日
記
も
メ
モ
も
残
さ
な
か
っ
た
。
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
（
一
八
九
六

―
一
九
六
六
）
は
「
侮
蔑
的
告
白
」
や
『
ナ
ジ
ャ
』
を
始
め
と
す
る
幾
つ
も
の
作
品
の
中
で
ヴ
ァ
シ
ェ
に
つ
い
て
書
き
記
し
た
が
、
そ
れ

ら
を
読
む
と
、
ま
る
で
ヴ
ァ
シ
ェ
は
ブ
ル
ト
ン
と
知
り
合
っ
た
瞬
間
に
生
ま
れ
、
ブ
ル
ト
ン
が
目
に
し
、
声
を
聞
い
て
い
る
間
だ
け
存
在

し
て
い
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
ブ
ル
ト
ン
か
ら
発
せ
ら
れ
た
「
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
価
値
を
ほ
と
ん
ど
付
与
し
な
い）

1
（

」（「
侮
蔑
的
告
白
」
よ

り
）
若
き
自
殺
者
と
し
て
の
ヴ
ァ
シ
ェ
像
は
、
ダ
ダ
・
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
運
動
内
部
で
共
有
さ
れ
た
後
、
そ
の
外
へ
と
拡
散
し
て
い

っ
た
。
そ
し
て
驚
く
べ
き
こ
と
に
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ヴ
ァ
シ
ェ
の
死
後
五
十
年
以
上
経
っ
た
一
九
七
〇
年
ま
で
変
わ
る
こ
と
な
く
続
い

た
の
で
あ
る
。『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
・
溶
け
る
魚
』
の
中
で
ブ
ル
ト
ン
は
、「
ジ
ャ
ッ
ク
・
ヴ
ァ
シ
ェ
は
私
の
な
か
で
シ
ュ
ル
レ
ア

リ
ス
ト
で
あ
る）

2
（

」
と
書
い
た
。
そ
れ
で
は
、
ブ
ル
ト
ン
の
外
に
お
い
て
ジ
ャ
ッ
ク
・
ヴ
ァ
シ
ェ
と
は
何
者
だ
っ
た
の
か
。
彼
は
本
当
に
自

殺
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
七
〇
年
以
降
、
役
場
や
学
校
や
軍
隊
で
の
公
的
記
録
、
写
真
、
家
族
や
友
人
た
ち
の
証
言
、
彼
ら
に
宛
て
た

ヴ
ァ
シ
ェ
の
数
多
く
の
手
紙
、
ヴ
ァ
シ
ェ
の
デ
ッ
サ
ン
や
詩
や
短
篇
小
説
が
再
発
見
さ
れ
た
。
ブ
ル
ト
ン
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
ヴ
ァ
シ
ェ

の
横
に
、
今
や
も
う
一
人
の
ヴ
ァ
シ
ェ
が
立
っ
て
い
る
。
こ
の
ヴ
ァ
シ
ェ
は
、
ブ
ル
ト
ン
に
よ
る
ヴ
ァ
シ
ェ
像
を
最
も
近
い
場
所
か
ら
修

正
し
、
同
時
に
補
完
す
る
こ
と
の
で
き
る
存
在
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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ま
た
、
ヴ
ァ
シ
ェ
の
再
発
見
と
と
も
に
、
彼
が
在
籍
し
た
ナ
ン
ト
高
校
（
現
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
高
校
）
に
お
け
る
、「
ミ
ー
ム
」
あ
る
い
は

「
サ
ー
ル
」
と
名
乗
る
青
年
た
ち
か
ら
な
る
文
学
グ
ル
ー
プ
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
中
心
と
な
っ
た
の
は
ジ
ャ
ン
・
サ
ル
マ
ン
（
一

八
九
七
―
一
九
七
六
）、
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ユ
ブ
レ
（
一
八
九
六
―
一
九
一
六
）、
ピ
エ
ー
ル
・
ビ
ス
リ
エ
（
一
八
九
六
―
一
九
三
〇
）
の
三
人
で
、

ヴ
ァ
シ
ェ
は
僅
か
に
そ
の
外
周
に
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
書
で
は
彼
ら
を
「
ナ
ン
ト
・
グ
ル
ー
プ
」、
あ
る
い
は
「
サ
ー
ル
た
ち
」

と
呼
ぶ
が
、
ヴ
ァ
シ
ェ
が
ブ
ル
ト
ン
に
伝
え
た
「
ｈ
抜
き
の
ユ
ー
モ
ア
（um

our

）」
の
概
念
は
、
サ
ー
ル
た
ち
の
共
有
財
産
を
ヴ
ァ
シ
ェ

が
独
自
に
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
サ
ー
ル
た
ち
が
行
っ
た
「
一
体
詩
」
と
呼
ば
れ
る
詩
的
実
験
は
、
ブ
ル
ト
ン
と
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
ス
ー
ポ
ー
（
一
八
九
七
―
一
九
九
〇
）
の
自
動
記
述
法
に
よ
る
『
磁
場
』（
一
九
一
九
）
を
先
駆
け
る
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
サ
ル
マ

ン
は
俳
優
・
劇
作
家
と
し
て
成
功
し
、
日
本
で
も
一
九
二
〇
年
代
か
ら
そ
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る）

3
（

。
し
か
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
中

に
二
十
歳
で
戦
死
し
た
ユ
ブ
レ
、
戦
争
は
生
き
延
び
た
も
の
の
、
モ
ル
ヒ
ネ
に
溺
れ
、
三
十
四
歳
で
謎
の
死
を
遂
げ
た
ビ
ス
リ
エ
の
作
品

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
サ
ー
ル
た
ち
は
自
分
た
ち
の
価
値
を
信
じ
、
あ
る
い
は
信
じ
た
い

と
願
っ
て
い
た
。
サ
ー
ル
た
ち
が
交
わ
し
た
手
紙
を
読
む
と
、
一
九
一
四
年
の
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
直
後
、
彼
ら
が
自
分
た
ち
の
作

品
の
散
逸
を
恐
れ
、
そ
れ
ら
を
雑
誌
や
本
の
形
に
ま
と
め
よ
う
と
、
出
征
の
間
際
ま
で
い
か
に
努
力
し
て
い
た
か
が
分
か
る
。
サ
ル
マ
ン

は
友
人
た
ち
の
手
紙
、
原
稿
、
絵
、
写
真
、
雑
誌
を
、
一
九
七
六
年
に
死
去
す
る
ま
で
大
切
に
保
存
し
た
。
サ
ル
マ
ン
の
死
後
、
娘
の
ジ

ャ
ッ
ク
リ
ー
ヌ
は
父
親
の
原
稿
、
蔵
書
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
品
々
と
と
も
に
、
遺
品
の
中
に
あ
っ
た
父
の
友
人
た
ち
の
生
の
証
を
ナ
ン
ト

市
の
公
立
図
書
館
に
遺
贈
し
た
。
今
日
、
そ
れ
ら
は
メ
デ
ィ
ア
テ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ミ
の
郷
土
歴
史
資
料
室
に
「
サ
ル
マ
ン
・
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
著
者
は
二
〇
一
〇
年
、
二
〇
一
三
年
、
二
〇
一
四
年
、
二
〇
一
七
年
に
同
資
料
室
を

訪
れ
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
閲
覧
・
調
査
し
た
。

ブ
ル
ト
ン
と
ヴ
ァ
シ
ェ
は
一
九
一
五
年
末
に
ナ
ン
ト
の
ボ
カ
ー
ジ
ュ
通
り
の
臨
時
病
院
で
出
会
っ
た
。
ブ
ル
ト
ン
は
自
分
と
テ
オ
ド
ー

ル
・
フ
ラ
ン
ケ
ル
（
一
八
九
六
―
一
九
六
四
）
と
ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
（
一
八
九
七
―
一
九
八
二
）
が
ヴ
ァ
シ
ェ
か
ら
受
け
取
っ
た
十
四
通
の

手
紙
を
「
ジ
ャ
ッ
ク
・
ヴ
ァ
シ
ェ
の
戦
争
の
手
紙
」（
以
下
、『
戦
争
の
手
紙
』
と
略
す
）
と
題
し
て
ま
と
め
、
一
九
一
九
年
に
『
リ
テ
ラ
チ

ュ
ー
ル
』
誌
第
五
号
か
ら
第
七
号
（
七
月
か
ら
九
月
）
に
か
け
て
掲
載
し
た
。
さ
ら
に
、
ブ
ル
ト
ン
は
冒
頭
に
一
通
を
加
え
て
十
五
通
と
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し
た
『
戦
争
の
手
紙
』
を
一
九
一
九
年
に
オ
・
サ
ン
・
パ
レ
イ
ユ
社
か
ら
、
一
九
四
九
年
に
は
四
つ
の
序
文
を
つ
け
た
改
訂
版
を
Ｋ
エ
デ

ィ
タ
ー
社
か
ら
出
版
し
た
（
図
1
、
図
2
）。
後
者
の
版
は
一
九
七
〇
年
に
エ
リ
ッ
ク
・
ロ
ス
フ
ェ
ル
ド
社
か
ら
再
出
版
さ
れ
て
い
る
。
一

九
八
九
年
に
は
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
セ
バ
ッ
グ
が
、
こ
の
十
五
通
に
父
親
、
母
親
、
サ
ル
マ
ン
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
デ
リ
ア
ン
へ
の
手
紙
を
加
え
た

計
七
十
九
通
を
『
ジ
ャ
ッ
ク
・
ヴ
ァ
シ
ェ
の
七
十
九
通
の
戦
争
の
手
紙
』
と
し
て
、
ま
た
一
九
九
一
年
に
は
ヴ
ァ
シ
ェ
が
デ
リ
ア
ン
に
送

っ
た
手
紙
を
『
ジ
ャ
ッ
ク
・
ヴ
ァ
シ
ェ
の
四
十
三
通
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
デ
リ
ア
ン
へ
の
手
紙
』
と
し
て
、
い
ず
れ
も
ジ
ャ
ン
゠
ミ
シ
ェ
ル
・

プ
ラ
ス
社
か
ら
刊
行
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
五
年
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ピ
ジ
ャ
ー
ル
が
六
十
四
通
の
ヴ
ァ
シ
ェ
の
手
紙
を
収
め
た
『
軽

快
な
彗
星
の
軌
跡
の
中
で
―
―
戦
争
の
手
紙　

一
九
一
五
―
一
九
一
八
』
を
ポ
ワ
ン
社
か
ら
出
版
し
、
二
〇
一
八
年
十
二
月
に
は
パ
ト
リ

ス
・
ア
ラ
ン
と
ト
マ
・
ギ
ユ
マ
ン
が
、
百
五
十
八
通
も
の
手
紙
、
ヴ
ァ
シ
ェ
の
イ
ラ
ス
ト
、
絵
画
、
写
真
、
詳
細
な
註
か
ら
な
る
完
全
版

と
言
え
る
『
戦
争
の
手
紙　

一
九
一
四
―
一
九
一
八
』
を
ガ
リ
マ
ー
ル
社
か
ら
刊
行
し
た
。
本
書
は
再
発
見
さ
れ
た
資
料
と
全
て
の
手
紙

を
用
い
て
、
ヴ
ァ
シ
ェ
の
生
涯
を
追
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
ヴ
ァ
シ
ェ
の
内
面
と
彼
を
取
り
巻
く
外
的
な
状
況
が
明
ら
か
に

さ
れ
た
時
、
ブ
ル
ト
ン
に
よ
る
十
五
通
の
『
戦
争
の
手
紙
』
は
、
い
ず
こ
と
も
知
れ
ぬ
戦
争
の
空
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
託
宣
で
は
な
く
な

る
だ
ろ
う
。

図 1　『戦争の手紙』1919年版

図 2　『戦争の手紙』1949年版


